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2　畦立法が畦の±壌純分に及ぼす季節的変右との蘭係

　　前年鹿ど同様麦の生育条廟中央部付血から地面下〆～タ伽
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　ろ、
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○　 ラやごト回目（多ζ月ノ3日）

　　畜、動赫とも大体同一地温ピなっているが、一般に畜力耕

　の：胞温が土、ギ侵入が時肉1的1こ豊く恋っている。

　以上．本年度ば畜／6耕め地湿メベ他耕にくらべて一般：1（低温

　　　　　　　　　　　　　（≧3）



　であり、また上．昇蜜さも亜い傾：向を：現わした。動力耕は：：輻は：畜

　力耕よワ地温は「禮：かにイ医、いが：、時陶の経～置につれて次：iやに地温

　の上昇ぱ蛭くをるのに広レ、畜力薪ぱそめ反対の傾向がある・

特にゼの傾向ぱ気温の高低によって明らかな差異を現わしたニ

　ヒ底詐年の測定結果萱再確認させだ．レ冶・し、亥の伸長最盛

期の女月に入れば、畦立労向による地濃め高低にか巻9の影響

諏ぼレ沸湘飾轟惨僻癬わざわい趣快轍か
　がわらず午前かち午後3嗜まで旺面はEl蔭ピ春ソ．目浸2蒔向

前に前面が直射さ承ろマ：地細は：急速に高く1有：り、　この場合ぐは

　り動耕窟畜．耕より直射旨髭の吸収は大きく、地温の上昇は高く

　な〃てし’る。

○　地温較差ど蚤高．景低時の毎くれ

　冬期の地温取1差（労フ図）は小塊耕に春る程大きく、＝とに

　表属ほど大きくなつZいる・

　特に冬期の気温がに載的「高い日の地温敦差はさらに大きくな

　つていろ。

　　しがし　陽春期の女義に藍すれば、その差ぱ両：着とも類似レ

　た値：と．；なつ？．いちか　また最高。景’低一の才ひく取にも，小塊，耕ぽど

．藍く　（㌘8図）1て，なっている。

　特に　この現壕な表層程塞くなってし・る。以上の測定結黒は

　昨1年ヒ同様な儲果・である．

　彦お、洌面当蒔め気温機沖／3表のよう2回忌る。

ぐ矧り
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矛8図　最高景低時のおくれ
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　　陛の経置につれ乞蹉の形状が台然に変化配合の大きし・窄のは，

　動力耕で、特に動大では・：顕：著であ：る、勤力耕は：畦．の鉦盤にした

　旧い、下面め沈下麗麦は糎iレて穴きいが、畦畔面は、野牛広く

　寡る特色があるのに反し．畜力耕では畦面の沈下々暁肩面の拡

　大ぱ塵少であ：る．

／ノ　暁立法が畦あ土壌硬夜に反ぼナ季節的影響ヒの蘭療

　　よ壌硬巌計ぱ落下式を引し・、畦の中央部附丘．つまり警め暁

　師陶を写経劃（葎ちマ測定した。その蘇が党ノタ表の

　よ5であろ。

ヤノダ表　畦の経蛆に伴う瞳土壌の硬度変異
樽難｛（娼1耕底　｛　（G勿、

36日
ｮ／2一／6）

@　《ぐ〃δ

クま日
i／一2ダ）

@ぐく〃ひ

タ9臼
ｭ2一／フ♪

@（c〃z）

　　　　量@／fタ臼i
A伊

r蓄畜ノ6　ユ〃、．

ユ2．／ 2L4久《夢 ／翻〃・
…
i
畜
2
タ
i
／
a
ざ
墨

二Z∠　｛套 ノ只．ぐ ／濃ユ
葦　ノ戯ま

｝動大｝22．／
　
ユ
よ
ゆ
… ／94｛ノま2 ノク．♂

隔、1、ノ£おユ）フ誓　　　　　　　　零

i／a♪i／ス〆… ／ス2　　　量

備ラξの二二直前の土壌硬度／2じ・ηナ回測定の平

　　　　均値でま5る。

　　な」押込式土壌硬度計、二二堰二二東山山山考

　　　　象のうの

　　　　　（製董角’ρ臨豪京衡族）

．麦播種後が多4ク臼位までは・動rか耕，特に大平の方か畜力潮・

よソ著しく土壌硬度ぱ軟：らかくな・つた次、　／〃〃日前後径逼す

：れば’ぼソ両1潅・とみ」類：干した値ど，；なった。　レカ＼し、　『陽・春期以’後か

ら下下畜力耕か動力耕よりよ壌硬壌次大さく毒り．その差途大

きく左っている。

　畜力耕・は：畦立直：後と／ケ月経墨後払の土壌硬度1ま．曜立．直二後

の方が著しく・硬ぐ一っていろ。　この原因は　畦坪当下前から千・

天読きのため土壌・硬農が非常に」硬かったことから、耕土、の破砕

　　　　　　　　　　　　　oタ）



　程衷が劣り、群塊のザ組が平年にくらべて一殻に多量生じたこ

　とに匙弔するこYが大きく：影響しZいるものと思わ・hる。この

　現象は働力耕・で多少認めら肥るようごあろ。

　　せこで、　両耕・の．土、：壌i硬度め変4と1推：彩は．　畜力i耕の彪1ま，畦め

　経．藍に伴つZ漸次土接硬度は高く奉り，こ東が後半期に塔って

　興野レた。動力耕は畜力耕の暖φように土．壌硬度め軍犬は：：なく、

　前半期ど後半期の土壌硬皮差ば僅少となった．この理象が蒋に

　動鞍鼻に認めら驚動小町では余り顕箸で寡く、志しろ畜力耕

　の土壌硬度の変化牲移に類似していろ。

ノ2　匪立法が陛の雑尊分布に夙ぼす影響との肉係

　　肥料だすを施し．そのタトは無管理ヒした麦の生育条回の艇：草

　哀／本ずつ根ととわに戎き取り＿付尊したよ壌を蒐レて直ぢに

　平群を計ツ、　ターぷ日向日蔭で1乾燥させた後．嵐：乾重を測為して

　斜法別め季蘇豊町草繁茨琴芝蜘べたゲ調査は／目が5月密に／

　回彪，曝葬ダ回測定レ、その結果水業〃図のようごある・

　の幼苗期から有劾分、げフ：期（／月中句からユ月下句）ぱやや；勤

　力耕・区の方ホ畜力耕よジ生重、風乾重ともに多くなったか、幼

　穗形成期に幸すれば、次労に畜力耕区の方が勤力」耕一区よリ生食、

　鼠乾重が増加レ、出世期（4月中旬）k至れば急激に畜力耕区

　か動力耕区よリ　幾重、風：乾干とも増加レだ．なぜ、このよう

　た艇草祭茂量の椎移セ本年蔑だゆ特に占したかば率然ピしない．

　しんP＼し．　一原因としz耕」定巳当・初．＝賓セ耕が困難であっrたこヒカ＼∈ラ

　耕土の反：転破砕族能が十分作用しながったこヒが起因レたこと

　ど鬼わ悟る．

　　多量、小早馴によう艇革量：を：くらべてみちと、．八耕ぼど生：隻：、

　風乾重か少なく撃ってし＼る．なお．測定期向中の雑葦察笈状態

　の・観察’事：頭玄あ1デれば次のよ∋で’ある。

　◎　 ノ月2女日　一’融（に確溝に・多ぐ生え，　：その中で特に畜力耕

　　　　　　　　　　　　　（3〃）
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　　の方承動力耕よワ多く生之マ：いろの；が認められた・雑草〃）灌

　　類ぱ、スズメノデ・ソポウがぽとんどであった・

　＠　3月ノダ日　畜力耕の方が動力耕よソ無雑：草の繁茨：状態は

　　概して多ひように認めら何箇にスズメノチッガシが畜力耕

　　にば多く、一方の・勤力耕でぱヤエムグラか多生してし痛跡

　　認めら坂、このこ凶ま短目／3日の調査日に衿いても礎認さ

　　叙た。

／3　i症立法か麦作に及ぼす影籍との肉係

　ω　墜地方法　畜力薪は耕起畦立客礒野式二『段耕摯痛風3号、

　　　　　　　　砕ま族は蔽野式翼状型’改玖砕土族、作蒲ぱ・議野

　　　　　　　　連作清族作条は山田式入力作条暑（作糸巾

　　　　　　　　24c勿）亥それぞれ用いて璽地文行有った．

　　　　　　　　連連は馬でおった。動力耕ぱ耕牽ミ之竹下式P3

　　　　　　　　型動力耕」穣；横でロータリー型、耕巾∠〃。沈）、

　　　　　　　　イ乍糸を山田式入が作条器乞それと’れ用い乏整地

　　　　　　　　し’た．

　偽　麦の呂灌ヒ構画期．竹下・裸麦まクスフ。ルン液と心心法の2

　　　　　　　　方法で消…蕃髪行右つた・しの葱／ノ月／／日（晴）

　　　　　　　　　／｛ク応当ソ戯女ノ≦ξ条播した．．。

　8》　：施肥：及び管理．　／〃ん当施隠墓詣（k幻〆スす、ア）ゑ〆・

　　　　　　　　Kダ、ま

　　　　　　　　施田無．料．数状犀案、遇．燐酸石灰、塩化加里．

　　　　　　　　施用画廊，茎肥∫L劉、追肥」卜割（≧回に等量鬼

　　　　　　　　　　　　　・分肥）。

　　　　　　　　実験／区の旋：肥量：（K参）／基胞　．粒状1尿素4／ノ，フ

　　　　　　　　憂i石，　タ、♪多ぐ．　塩イヒ　∂、／2，6ζ　塑　　皇臣で三　　）舜二；抹こノ肩そi舞ミ

　　　　　　　　久ま一、免ぐ匁ユ回に．分け・て施レた。

　　　　　　　　管：理．／月≧μ臼　中．i耕了余葦二（畜力刀ノレヂ）、

　　　　　　　　ラP／回転．肥。ゴ＝入浴曳踏圧、ユ月／フ日　中耕除

　　　　　　　　草ぐ畜カカノレチ）　踏圧．堆肥散布、3月4日

　　　　　　　　　　　　　　ぐ．32，



　　　　　　　中耕除草．土入船．3角ノ女臼　矛2回追肥よ

　　　　　　　入れ．

r菊　生育調：査．生育調査場所．各耕区の匪中央蔀の一定場所力’

　　　　　　　ら」≧．、クイ固・体萱酒乱ミし，　生育遇程に・伴なって．蝿算5

　　　　　　　回測定．した結黒ぎ労／／図に占した。
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rあ　生育の旧領：．動．蓄新による生育彊程の相異ぴま明らかに前

　　　　　　　年．度と1司様な生．産．遇．．程ヒなった．。つまり’前・半ば

　　　　　　　1勤力i耕が畜力耕よリ生育1まよく、草丈、回数芙

　　　　　　　に良格である水、後半ヒ至．つZ＝の彊震力ご整．に

　　　　　　　　　　　　　で3偽



　　　　　　　　滞り、特にこの現象が本年度は明5か1（差を表

　　　　　　　　わした．そ名は畜力i耕の前半（幼坤輿から有壁

　　　　　　　　・分げつ期まで）は今年度ば前年度にくらべて草

　　　　　　　　丈、脚数ヒもに．劣っていたが、後半から生育執

　　　　　　　　徳か非常に響くなり、前年度よリ葛い草：丈と方

　　　　　　　　つた、しかし、動力耕ではその題現象と奪った。

　　　　　　　　　魁町程度の精粗別に比藪：す《祖ず、畜力耕はそ

　　　　　　　　の差が認められなひが、動力耕では’前半ほとん

　　　　　　　　ど差異の本・＼生育状態を占し、後半になって・ト

　　　　　　　　筆耕の方が大塊耕よリ生育は船ろ缶果と為った．

　　　　　　　　疹蔚．生育謁下期向中の・観察凝：評を・記ナど、ダ

　　　　　　　　目ノ3tヨ、生育状態ぱ一般に畜力新が動力耕よ

　　　　　　　　ソ優頭Zいるのが判別され、畜力耕の葉色が動

　　　　　　　　力i耕区よリ濃緑：色に毎っていた．。く←月／δ｝日

　　　　　　　　完熟程度は畜．勧区と，もほy同一のように認め

　　　　　　　　られ．また生育状泥う同様であった

　　　　　　　　が、i強いてくらべるど畜力耕が動力耕よジヤや

　　　　　　　　良嬬：めようであった。潔早期は：長爾のたわ塊庸

　　　　　　　　が点々と認められた状、病卜書の被害1ま左かつ

　　　　　　　　たよ5ビあった。

／タ　土塊構成と麦’乍ポット試：験

　ω　試験め分類

　　　圃場試験に・併せてポ・ゾト試験を現地で’行恋った・本四卜隊

　　ワグナー鉢（陶禦，を尊し・．その面骨は24〃〃〃分の／の

　　ノ〃4乙の形・の／‘クイ固：夏用いた軌

　　　試駿の分類をの標準試験・タ区‘畜〃、畜2ダ，動穴、

　　動小）、　②施肥試験：3区（動小．畜／6’）、根墓分布試験

　　3区く畜／6．動大　動水）の3法にわ1†た。

　　　標準試験は：．普掻（横行）施肥と管理どし、施肥試験ぱ施

　　認量ま標準施肥ヒ同一にし、施馬方．法　つまワ塞肥善導の

　　　　　　　　　　　　　　ζ3ζ）



　配分を変えた場合ど標準施駝基準よジ3執増しにし．これ

　をそホぞれ甚、髭肥に小量ずつ施用した場合ヒに分ゆz磨墨

　レた．根系分布試挨ぱ施肥量は標準施肥ヒレ、ポット中ヒ

　久夕0こ口向隔K赤2ット内径に大体：等しい円形型（孔径パ♂偽り

　の金憎憎設量ナこ根系分布亥調べた。

《勃　．」華客の充．填法

　　鉢1（土壌宝帰す前、断場試．験地の番号畦に太9ットを埋あ．

　ポットの下法1二ある鉢水孔側を費・低．くめヒし、排水孔には

　聯立あて圃場湾土州圃場選よの等葛線まで褒く踏みつけ’、そ

　の上｛勲こ耕法別の土塊をなるべく土塊阿の空同病ケ’慮くする

　よ5ヒ．静かに填め・含わせ．土塊向には小塊窪混同レ．地表

　面を硬面Z同一線まごヒした．土鬼の組合也ぱ労／f病め亜

　りである。
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　　発芽後矛／i聚；期に生：育位．置カミー定1ヒ保つように3株だげ残

　レ、他ぽ両引レ．出㌧黍ろだげ条件2等しいようにレた，
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　先ず標準区についてみみと、＝前単の生育隊両耕「区と先1訓まご

同様な生育状：熊であみ状＼ただ茎数がゴ動力耕区の方が’畜力耕

より三々多く彦っていみ。しわ・し彼半の節敵申長肉始期から

畜力耕区の生育が1極めて旺盛になったのに反レ、動力耕区の

生勘よ該漫状苑となジ、成熟期に霊する頃は著レい生育相異

き表；わレ、畜力耕区の平均伸度平平長）に対ゼ（動力耕区ぱ

　　　　　　　　　　　（メノ，



8・．ミま％になった。

　施肥試験についてば、標率施肥量よリ3割増レと行なった

動小．畜／6の生育鳳馴ボ同一な生育経遇となり、や1呑り基

肥量が標準施肥量より3割増のためカ＼初期の虫剤ま標準施

肥区よリ々や優；れていた。しがし後期、特に登熟期に至って

標準型紀区よリ．劣った。

　動小区と畜／6区との茎数ば相当巽なり．畜ノ6区の方が’
動ノユ、1Σζ：よ．り着「しく多くなつ噸ていノるρ標；準：施｝氾区，に対レて施用

分肥量を異にした（ポット〃㍗．’）区に、麦の一生重き逼び

て生育、茎数共畢て劣り、登熟期ド達して病害左誘発レ、熟期

が標準施肥区：より、　ク旨向程遅れた。

　根系分布試験こについての生．育状：態は、畜／6、至大、1勃小

の3者ヒも大体同一な生育心心とな・ッていゐが’、茎：数に於・い

て有：効分、げつ期までぱ動’1＼が’他の2区より多くなった、しが

レそ承以降がらば動大、畜力の両老が急に増加乞表やしてい

る。

身ノ7表　　成熟期1㌣於tケる生育成績

（ひ？し〉

　　垂

ｮ察〉　　ζ本）

茎数1寵数1有効茎数
ζ％） …
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　　方陣台数奉Kついて法、全戸的に畜力耕区が動力耕区よリ

　高く、二とに標準試襲においては、二木が顕着に現わ処てい

　ゐ。すなわち畜力耕区の有．効脚数率はタ＆ま’～9ス2％に対

　し、動力耕区ぱタ〃～66％で特にノ1＼麺1程低く．大喪程高い

　現、象となっている。　このことば施肥、参ミ検、族系‘試：験に於いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　も方寸茎数率；こそ・低いが、畜力耕が動力耕よリ高く占δてい

　る。

　　施墨黒紀殴よ有効茎数ば極めて少なく、また施肥量3綱増

　区においても他の試駿区に比して一・敗に少なくなって）’ろ・

（の　地上部と地下部

　　メ1｝取り／〃∈葦前にホ「ット；と掘り出レ、　刈坂：リまでr金、網’室、に

　入；れ、Xll取り（∫り月）．ク日刈リ）と同時に本苑いで発根量最

　び撮の分泌と調べた。刈取り直後ポットからよ壌琶取り出レ

　てみみと大麺・卜麺の相異が依然として填め念せた当時の形

　とそのまま残しでいみのが認められた。すなわち大i鬼、中麺

　；よほとんど風解され．ておちず、　二木らの麺1よ耕起二二のよう

　に硬・・麺であっ滴瓶上部と地下部の調査結果1ま牙／8表の

　ようであみ。

紫／8表　　地上部と地下部成績

　　　　　　　　　　　　　　　　巴ﾄ上部ぐ風鯵）i塀部（麟悪臣｝
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　　標準試験におサる全重、子実重、発根重隊小・鬼耕程篁く、

　また発根率、子実重歩合・毛高く蒼り、　特に動・1＼区でな杷区よ

　り好詩果ぎ表わしていみ。

　　施隠一試験：の．3割増区ば、小麺（動小）、大、塊（畜／6）と

　も標準試騒区よリ全穗重、子実動嘆くな駅諺のように麦

　1よ隠料で搾れということど裏イ寸げした。施用分隠区広子実重、

　発根重が最も劣り、分肥の不合理在左裏村した。

ζ7）　根系の分布

　　根系の分布ぱ、大塊ぱ周囲と下部の方に根群が’多く分布レ、

　一殺に根が太い、小塊ば上層部に根群力就密集し、毛根がシ院し

　「（多い特色芝示している。なお、壇、上．部の収量感ラや／タ表の

　ようでああ。

洋ノタ表根系分布試：験、地上部の収量
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　ぐ8♪　要　結し

　　　標準区の動、畜耕の生育経過．ぱ前半は動耕、後半は畜耕が

　　生薦旺盛となり、この生馴過小…ぱ圃場試磯とも本年は昨年に

　　比し着しい差：異となフた、初期の分けつ数ば祝して動耕が畜

　　耕よジ多く、後期にな冶に伴なって漸次動耕は少なくなジ、

　　有効回数が～歌に劣るようである。しがし子実重ぱ動耕が比

　　較的よく、子．実重歩合・が畜耕よリ’高v、。

　　　標牟施肥量より3割着しの施認試：験1区の生育下穿は、両着

　　とも初期の生育隊顕屠だが、後期になって飾向伸長～寒が鉄擾

　　で標準区よリ着しく劣るが、全穂重、子実重ば重く、収量は

　　好押脚となクた。施肥分罷区は、実際不合理で、生．育、収量共

　　主極めて悪い結果となった。

　　　撮糸の分布隊大才は概して太い厭群が多く．しかもこ飢ら

　　の根群は胃の周囲と下層F多いが’、小麺賦一獄に表居附並に

　　根群が癌集した。

／欧収　　量

　　　刈取面積　6．6〃が
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　収、量は、咋：年と全く鍾．魂象となし9、　ノ3＼彦躯1耕程増収結果となった。

つ参り．’全、重、子実重、子実重歩合など：すべ｝ての収量が動月＼耕

が’最もよく、択ぎに動大、畜2ヌ耕とも類似した収量となり、

畜ノ6耕が最も悪い収量成積となったが、　こ；れはスビット試彰ミで

の三二試験こと同・一績暴となクた。

皿，摘　　要

　／　この試験研・究、鳳今回で継：統3年目で・、　1司一場弄六で二行なクた・・

2．畦崩喉の砕土程蜀罐耕で葭伽以よの土雍が之ノ％以
　　上　また動耕ば／芸ぷ％程舗さ水ていたが、．代がき敏ぱ勧、

　　畜耕とも2㈱以下の土塊が大部分で、砕土．程衆の差異は」まと

　　，んど’認めら承なカ＼つた。

　3。本稲の生憎過程は、前半ば動耕、像ギは畜耕がそ承」さ爪旺盛

　　で神灸環が高く存っ友。

　鼠・〕輪の収量は動、畜耕とも差異感ない結果と参った・

　欧裏葎の兜立に際して、長期両晴天が読．・・たので、黎耕作業が

　　困難であったが、動耕柞：蒙は容易の方であった。

　6、　このため丁丁は平年に比し、大塊が多く昆じ’た畦が矯：成さ1れ

　　た尺反レ、動耕で1｛k細砕土状熊で薩が構成さ承た。

　7　葎耕余荏が不壷．当に拘らず’稲株の反転：すき込みは、勤耕よ’リ

　　残：分＼良∫好であった。

　8：　畦．：立整．地償の砕土経彦ミな動ノ1＼，耕と畜ノ6耕1よ著しい差．異ヒな

　　り、　動小，耕の旗砕ノ係数／ノタ1⊂対レ蒼ノ6耕ぱ2・ク、ぐで、動力＼

　　耕の之’倍以上蚕／6耕が大きくなった。

　タ、畦の経～墨に沓なう土雍の鼠解ば、蕎ノ6耕が欺耕に比レ、鼠

　　解丁丁が速く、動耕ぱ暁立当初と麦収穫償との土雍の風解1割ま

　　とんど畳められなか＼つた。．し寿＼し参・年の土壌の風解進～莫ぱ4列年

　　にくらべ一て低「調であった。

　ノ〃、土肥7K分ば一般に冬期の艇職期は、勤耕の上層部ぱ畜耕よリ

　　多いが、下層部ぱその反対となフた。しがレ陽春期がら乾燥期

　　　　　　　　　　　　　　r幻り
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